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夏休みにしかできないこと
校長 吉 川 正 美

44日の長い夏休みが始まります。子どもたちには、長い夏休みを有意義に過
ごせるよう、目標を立てさせます。学校の学習に関しては、「苦手を克服し良
さを伸ばす」目標をもたせますが、もう一つ、「夏休みでなければできないこ
と」に挑戦してほしいと思います。
学校の学習に関することでも良いですが、全く関係のないことでもかまいま

せん。何か一つ、夢中になって調べ続けたり、長い時間をかけてこつこつと作
り上げたり、試行錯誤を繰り返しながら難しいことに何度もチャレンジしたり
することです。長い時間をかけられる夏休みだからこそ、こうした探究的な挑
戦にどっぷりと浸り、新たな何か、新たな自分を発見してほしいと思います。

実は、これからの子どもたちに求められる学力（ＡＩ時代に必要とされ
る力）というのは、既存のものをしっかり頭に入れて決まった仕事を効率
よくこなしていく能力よりも、収集した様々な情報を分析・編集し直し、
新たな価値あるものを見い出したり創り上げたりする力なのです。そのた
めには、一つのことを夢中になって深く探究し尽くし、そこから新たな何
かを発見するような取り組み方が大切になります。
学校の学習でもできる限り行いたいと思いますが、多くの学習内容を限

られた時間で行わねばならない学校では、なかなか思うに任せません。夏
休みや他の時でもかまいませんので、お子さんが何か夢中になっているも
のがあれば、とことん取り組めるよう見守っていただけると、その子は何
か新しい世界に目覚めるかもしれません。自分だけの特化した能力をもて
たら素晴らしいことだと思います。
思い起こせば、自分が子どもの頃の夏休みは、虫捕り網をもって昆虫採

集に走り回ったり、変な植物や貝殻を集め歩いてみたり、小さな小川の源
流を探してみたり、興味・関心の赴くままにみんなで毎日の遊びを創り出
していたような気がします。
異常高温で熱中症が心配される近年では、長時間

の外遊びは難しいかもしれませんが、短い外遊びや
室内でも、何かに夢中になったり新しい遊びを考えたりすることはでき
るものです。「やることがな～い。」とボーッとしていることなく、い
ろんなことに興味・関心をもってチャレンジするよう見守ってあげてく
ださい。

８月・９月の予定

＜８月＞ ４日 地震避難訓練
２４日 全校出校日・親子奉仕作業 １１日 学校公開日

２８～３０日 ラジオ体操 （作品展・金管発表）
１・２年交通安全教室

＜９月＞ （予備日13日）
２日 始業式 ５・６年ｅネットキャラバン
３日 給食開始 １９日 ５・６年劇団四季こころの劇場

身体測定 ２５日 秋の交通安全街頭監視活動

みはまの教育・合い言葉 「はぐくもう！ 命あるもの 尊ぶ心」

地震避難訓練（６／２５）
６月２５日（火）、今年度１回目の地震避難訓練を実施しました。まず、各教室で担任から避

難方法について説明を受けました。その後、放送の指示に従って全校児童が、机の下→運動場→
体育館横へと避難しました。今後、９月と１月にも設定場面を変えた地震避難訓練を実施する予
定です。大規模地震発生時の避難について、ご家庭でも話し合っておいてください。

鑑賞会（６／２６）
６月２６日（水）、鑑賞会を開催しました。今年の鑑賞会は、「愛知県警察音楽隊」による巡

回コンサートでした。子どもたちも知っている「パプリカ」や「やってみよう」、「風になりた
い」などの素敵な演奏とともに、カラーガード隊「フレッシュ・アイリス」による華やかなパフ
ォーマンスを楽しみました。

民踊指導（７／３）
７月３日（水）、４～６年生児童が民踊指導を受けました。夏休み中の盆踊りや秋の区民運動

会で踊る予定です。講師としてお越しいただいた「美浜音頭・小唄保存会」の皆様から丁寧にご
指導いただきました。ありがとうございました。

第１回学校保健委員会（７／４）
７月４日（木）、保健委員による「姿勢戦隊グー・ペタ・ピン」が正しい姿勢やその大切さに

ついて説明しました。また、姿勢のよさを点数で表す「姿勢チェッカー」を使って、代表児童の
姿勢を点数化しました。会の最後には、見違えるほどよい姿勢で校長先生の話を聞いていました。


